
第 190回 1970・80年代の西ヨーロッパ 

 

１ 1970･80 年代の西ドイツ 

 

 

 

◆（      ）（ドイツ社会民主党）（在任 1969～1974 年） 

   ・西ドイツの首相ブラントは、東ドイツ・ポーランド・ソ連など、東側の国々

との和解をすすめ、ソ連=西ドイツ武力不行使条約を結んだ。 

     ※これらの外交政策を（       ）という。 

    →1970 年、西ドイツとポーランドの国交が正常化され、「ドイツ」とポーラ

ンドの国境が、正式にオーデル=ナイセ線とされた。 

           ・1972 年、（            ）を締結し、お互いを承認しあった。 

→1973 年、東西ドイツが、（          ）した。 

 

◆シュミット（ドイツ社会民主党）（在任 1974～1982 年） 

・フランスと協力し、EC の強化をはかった。 

・1975 年、全欧安保協力会議で東西両陣営が集まり、ヘルシンキ宣言を採択した。 

 →冷戦終結後の 1995 年に全欧安全保障協力機構（OSCE）へ発展した。 

 

◆（      ）（キリスト教民主同盟）（在任 1982～1998 年） 

・新自由主義的な政策により長期政権を維持し、東西ドイツ統一に尽力した。 

 

 

    

 

 

 

２ ギリシア、ポルトガル、スペインの民主化 

 

 

 

☆スペイン王国（        ）（1700～1931／1975～2023 年現在） 

◆ファン=カルロス１世（在位 1975～2014 年） 

・1975 年、スペイン内戦に勝利して独裁者となっていた（     ）が死去。 

→ブルボン家のファン=カルロス１世が即位して（         ）した。 

 →1978 年に新憲法が施行され、民主化が前進した。 

・1986 年、ポルトガルとともにヨーロッパ共同体（EC）へ加盟した。 

ブラント 
東方外交が評価さ
れ、ノーベル平和賞
を受賞した。1973 年
には、西ドイツ首相
として初めてイスラ
エルを訪問した。 

ポーランドを訪問し、ワ
ルシャワのゲットー跡
でひざまずくブラント。
ナチス時代にドイツが
犯した罪を、率直に謝
罪した。東方外交の象
徴的シーンである。 

実はユダヤ人の血をひ
いている。フランスのジ
スカールデスタン大統
領と在任期間が近い。
ヘビースモーカーで有
名だが、96 歳まで生き
た。2015年死去。 

・アメリカとソ連のデタント（緊張緩和）を受けて、東西に分かれたドイツでも、 

1970 年代に入ると関係改善が進んでいった。 

 

 

 

・ポルトガルでは独裁者サラザールが倒れた後、1974 年に民主化した。 

・ギリシアでは軍事政権が続いていたが、1975 年に共和政へ移行した。 

 

 

東方外交                        シュミット                          コール 

後に東西ドイツ統一の
立役者となるが、この
話はもう少しあとで。 
16 年間にわたって西ド
イツとドイツの首相を務
めた。 
2017年死去。 

フランコ 
スペイン内戦につ
いては、第 170 回
のプリントを復習。 
評価と否定の両方
があるスペインの
独裁者である。 
 



３ 1970･80 年代のフランス 

◆ジスカールデスタン（在任 1974 年～1981 年） 

・第五共和政のフランスは、経済の不調に悩まされ続けていた。 

・石油危機（オイル=ショック）などに対応するため、1975 年にパリ郊外のランブイエ

で、第１回の（              ）を開催した。 

 

◆（        ）（フランス社会党）（在任 1981 年～1995 年） 

・死刑の廃止や社会保障費の拡大など、社会主義的な政策を行った。 

 

 

 

 

 

 

   ４ 1970･80 年代のイギリス 

 

 

 

   ◆（        ）（保守党）（在任 1979～1990 年） 

   ・経済の停滞を打破するため民営化や福祉の縮小などを行い、 

「       」をめざす（        ）を進めた。 

   ・1982 年、アルゼンチンが英領のフォークランド諸島を占領した。 

    →（           ）となり、イギリスが勝利した。 

 

５ ヨーロッパ統合への道 

 

 

 

・1973 年、EC にイギリス・アイルランド・デンマークが加入した。 

 →1981年にギリシア、1986年にスペインとポルトガルが加入して12カ国となった。 

 

・1979 年、欧州通貨制度（EMS）が発足し、ヨーロッパの通貨統合を前進させた。 

・1987 年、単一欧州議定書で、市場統合を目指すことが決定した。 

 

・衰退するイギリスは、「イギリス病」と呼ばれる経済的な停滞に陥っていた。 

・北アイルランド紛争では、IRA（アイルランド共和国軍）によるテロが続発した。 

 

サッチャー 
イギリス初の女性首
相である。「言ってほ
しいことがあれば男
に頼みなさい。やって
ほしいことがあれば
女に頼みなさい。」 

左からハロルド=ウィルソン（英）、
フォード（米）、ジスカールデス
タン（仏）、シュミット（独）。 
日本からは三木首相が参加
した。サミットは現在でも毎年
開かれており、2023 年には
広島で開かれた。 

・ヨーロッパでは、1967 年に（            ）が発足していた。 

 →当初の６カ国に加えて、他のヨーロッパ諸国の加盟が相次いだ（      ）。 

 

ジスカールデスタン       第１回サミット                              ミッテラン 

大統領就任時には癌
をわずらっており、癌と
戦いながら長期政権を
築いた。愛人問題を記
者に質問された時、
「それがなにか？」の
一言で終わらせた。 


